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贍 麟 画鱇 の 物理的粒釈痩 の 詳櫃方法 として 、 飜 S 艶駅慶は 瀾定も比較齣簡単なた め に、一
般 に 広 く期 い ら

れ て い る。だ 爵ミ、こ の 灘定 に は 高緬なマ イ ク va デン シ トPt　s一タ を使馬 し なけれ ぱならない
。 こ の た め に、こ の 機

器 をどこ の 旗設 で も設置出来るわけで はな い 。最渡、高精細度 の フ ィル ム X キ ャ ナ が低廉な価格 で 売 り出され て

い る。こ れ を籠撰 し、増感紙
一

フ ィ ル ム 系、蒋 に レ ギ ュ ラ シ ス テ ム に つ い て 鞭 S 粒献度を検討 し た。そ の 結果、
蹴 S 糘状変と画素饐の 補正 標 準讎差 との 闇に、ほ醸線形が威 立 す る 箏渉分か っ だ

，

。 そ こ で 、 増感紙一
フ ィ ル

ム 系をオ ル ソ シ ス テ ム に して も岡 様 とな る の か を 検討 した の で 報 欝す る 。

藍方法9X 線装置に 付撫 フ 4 ル タ （Cu　O．Smm ＋Al 舳 擶 ） を装着 し、撮影顕離 （＄XI》T−2mu｝。管電流 （S（mmA ）及 び

直接罵 X 線フ ィ ル ム ｛＝ ニ カ 、SRfi）を
一一

定と し、増感紙 1コ za カ 、鰓 一鰆 0、　KM −S    ）、管電圧 （70KVh 　geKV ）、
曝射 時閣 を変え て 種種 の 濃疫試料を鶴戒した 。 拡歡尭濺度讃 （＝ 　 ：fO、

　PDA65 ）、及 び マ イ ク ロ デ ン シ トメ
ー

タ

（ア レ イ 、2tlo5） で こ れ らの 試 料 の 濃度 を縄 定 し、鬮 織状度を叢 めた 。 さらに、そ れ ら の 醐鰾を フ ィ ル ム ス

キ ャ ナ （ミノ ル タ、F29◎  ） で パ ソ コ ン 〈マ ッ ク 綴 ゆ9緬 ） に 取 瓊 込 み 、ホ トシ ョ ッ プ （ver ．4．OJ）で 画素値及 び

画素値 の 標準編差 を 求 め た。マ イ ク m デ ン シ トメー一一身 の 瀏 定条檸は ア パ ・一チ ャ サ イ ズ 2Sx2S μ m 、ス キ ャ ン 速度

O．　1ma1／sec 、サ ン プ ル ik100（）、フ ィ ル ム ス キ 」eナ の 解像農 1艇 6dpih サイ ズ 1鑢 x10 頭 畑 1で あ る。
墅結果お よ び 考察輦pa　1 は 増磁紙 KM −2se、管電圧 7eKV の グ ラ フ で ある 。 図 醤 は鉱散光濃度と画素値 の 関係

で ある。拡歡光濃簾が繕煎す る に っ れ爾素聽は 有 下 が 翰の 蠍線を示 して い る。ホ トシ ．a ッ プ に よ る爾素麺は値 が

小 さい ほ ど濃度魑 大 き くな る よ うに 設定 され て い 為こ とが 労か る。また、線形 で ない こ とも分か る 。 図 1−2 は 画

素聽 の 縹準儷差 と 驪 縫状農 の 購穣 であ る。画素鱧 の 標準鑷差が大きくな る 1こ つ れ、斷 畷S 粒状度は右下が 珍の

麗線に 近鬱して い る 。 鄭ち 、 小 さくな る 。 これ は 、 拡散光濃痩と画素髄 の 閣係 が線形でない ためと考 えられたの

で、画素髄 の 標準偏差 を拡散光濃度で補正 したグラ フ が図 1−3 で あ る。画棄皚 の 補正標準優差 （注）と RMS 粒
状慶 とは 、 ほ ぼ右上 力糠 の 蔑線に近繊 して い る こ とが分か る 。 デー揖 の ば らつ きは自蝿機 の 濃慶変動、マ イク ロ

デ ン シ トメータ と フ ィ ル ム ス キ ャ ナ とで 鬪 じ場新 を ス ギ ャ ン す る囲難さが 影響 し て Vlる か も しれな い。図 2 は 増

感紙 KM −250、管電re　80KV で あ る。図 2−9．2−2，2−3 も前図 と澗 様な事が分か る 。 図 3は 堪盛紙KM ．SOO、管電圧 80KV
で あ る。國 3−｝，3−2，3−3 も前 々 図 と岡様な事が分か る 。 以 土、オ ル ソ タイ プ の 増感紙一

フ ィ ル ム 系を使い 、条件を

異 に し た 3種類の グ ラ フ か ら、 薩素饐の 補正 標準飜差 と 購 S 粒状度 との 飜 こほぼ藏線 の 閼係が見 られ た 。 そ の

た め に 、醐素値 の 補正 標準鰯差 を もっ て 粒状度を表す
一・一・・

） の 摺 標 とし て で き る の で は と思 わ れ る 。

匿結論1増慇紙一フ ィ ル ム 系を オル ソ シ ス テ ム に変えて も 、 謙 薦 粒状農と画素鼇の 補正 標準偏差 の 問に、ほぼ

線形 が 成立 し て い る と思 わ れ た。面素値に よ る補正 標攀娠差をもっ て、RMS 粒状農 を表す
一

つ の 櫓標と し て 撻

案 で きるの で は と思われた。それ に よっ て ．マ イ ク ロ デ ン シ トメータがなくて もフ ィ ル ム ス キ ャ ナ と拡歉光濺度

＃　 ＃a よ っ て 粒状度 を知 る 饋安 が で き る と思われ た。〈注 ） 画 素 値 の 補正 標準偏楚 篇 （画素値 の 標準偏差）／ （拡

激羝濃農と飃素値 の グ ラフ に おける昏靉魔に よ る領 き）。 1 ）佐治敬子繼 ； フ ィ ル ム ス キteナ に よ る RMS 粒 状

度測定 へ の 試 み n 繹放妓学柬京部会誌ヤ摘 、37・39（2009）
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